
 

 

 

障がい者のはたらく拠点ジョブサポート馬出 

1．対象者の概要 

 対象者のＡさんは、在学中に発達障がいの診断を受

けました。通学していた理系の大学では、障がい特性

に配慮した支援があり、学内インターンシップに取り

組むなど、就職活動に向けた取り組みにもチャレンジ

してこられました。 

しかし、卒業時には、福祉サービス利用を経て就労

することを希望され、ジョブサポート馬出（就労移行

支援事業）の利用開始となりました。 

 

 

2．支援経過 

ジョブサポート馬出では、利用開始 1 か月間を初

期アセスメント期間としています。具体的には、ご本

人やご家族からのヒアリング、実技アセスメント（20

種類程度の作業や学力テスト）を通した職業能力の確

認などを行います。その後、ご本人のニーズとアセス

メント内容を踏まえて初回個別支援計画を作成しま

す。 

 Ａさんは、利用当初からトレーニング途中に急に大

声を出したり自分を叩くなどの自傷行為などパニッ

クになることが頻回でした。図・上段右にあるような

取り組み［作業のやり直し、強化子の導入、生活リズム改善、公私のルール決め、面談、休憩場所の確

保］を経て、徐々に改善されてきましたが、利用期間は 2 年を過ぎていました。巧緻性は高くスピード

もあるＡさんでしたが、以前より改善されたとはいえパニックは起きており、就労への課題になってい

ました。 

 

3．企業概要 

 3年の延長期間終了も間近に迫っていたタイミング

でＢ社求人［美容室向け業務用商品の販売事業／物流

センター内軽作業］をハローワークで見つけ、事業所

見学・打合せを行いました。 

 ご本人が担当する業務内容は、ピッキングがスムー

ズに行えるようにあらかじめ商品をビニールに入れ
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ていく作業でした。 

 最初の打合せ時点から、パニック時に落ち着くためのスペースを提案いただくなど、事業所の方は前

向きに受け入れを検討してくださいました。 

 

4．ジョブマッチング（実習前・中・後） 

この求人にチャレンジする時点での「ご本人のアセ

スメント」と「状況（条件）」を図・上段に整理して

います。 

この時点でも、ご本人のパニック（大きな声を出す、

地団駄を踏む等）はありましたが、自傷行為はなくな

っており、クールダウンスペースに自分で移動するこ

ともできるようになっていました。 

実習時・実習後の「支援内容・状況」と「企業評価」

を図・下段に整理しています。 

作業（商品の袋詰め）支援に関しては、導入部分の

み行い、後はご本人が自立して取り組むことができました。その他、①“ご本人の障がい特性に関する

従業員への周知・理解”と②”作業環境の工夫”の2点をポイントとして、各支援機関が連携して支援・

調整を行いました。 

ご本人の頑張りと事業所のご理解や細やかな配慮もあり、A さんはパニックを起こすことなく実習を

終え、採用に至りました。 

 

5．定着支援（採用後から現在まで） 

職場での配慮［休憩場所・時間の確保、勤務予定の

事前告知、動線や仕切りの工夫、指示系統の統一、障

がい特性周知］について図・上段に整理しています。 

動線の確保や仕切りの導入は、ご本人の特性（距離

感が計れず人とぶつかってしまう、人の視線が気にな

る）を踏まえて工夫していただきました。また、「多

少大きな声が出ても大丈夫ですよ」と言っていただく

など、現場の受け入れも大変スムーズでした。 

採用後のフォローアップとして、精神障害者トータルサポーター（HW）による事業所訪問、障がい者

就業・生活支援センターによる事業所支援、ジョブサポート馬出によるご本人面談や家族支援を行いま

した。 

当初は、月に2回の面談と2～3週間に１回の事業所訪問でしたが、現在（採用から1年9ヶ月経過

時点）では、月に1回の面談と3ヶ月に1回の事業所訪問になっています。 
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６．まとめ 

Ａさんが現在も働き続けられているのは、 

①適切なアセスメントとジョブマッチング、 

②前向きな事業所の配慮、③適度なフォロー 

アップの3点が良いバランスを取れたからだ 

と考えています。 

採用に至るまで3年間のトレーニング期間 

は長かったのかもしれませんが、ご本人がご 

自身のことを知り、支援者がご本人のことを 

よく知るためには、必要な時間だったと考え 

ています。 
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